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⚫1.1 目的と調査概要

１. 本調査の概要
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目的と調査概要

1.1 目的と概要

⚫目的

‐ 求職者が「スキルに応じた賃金に関する情報」について求めていることが想定される中で、 job tagに掲載す

る情報として、「スキルに応じた賃金に関する情報」等についてどのような掲載のあり方が可能か検討する。

⚫調査概要

‐ 本調査は、介護業界（特に、ケアマネジャーと介護職）に限定して「職務・スキル」と「賃金」の関連を調査

‐ それぞれの賃金体系、職務スキルの整理、可視化状況を文献調査し、両者の連動状況について仮説を立て、検

討

‐ 介護業界で2社ヒアリングを実施

‐ 調査内容については、学識と介護業界団体にヒアリングを実施し、意見を伺った

2社ヒアリング
調査結果について有識者

から助言・指摘

文献調査

• スキルの可視化状況

• 賃金体系

• スキルと賃金の連動
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⚫2.1 介護業界におけるスキルの可視化状況について

⚫2.2 介護業界における賃金体系について

⚫2.3 介護業界におけるスキルと賃金の連動について

２. 介護業界におけるスキルと賃金について
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⚫2.1 介護業界におけるスキルの可視化状況について

⚫2.2 介護業界における賃金体系について

⚫2.3 介護業界におけるスキルと賃金の連動について

２. 介護業界におけるスキルと賃金について
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スキルの構成・全体像

2.1.1  介護業界におけるスキルの全体像

⚫ 介護業界ではスキルを「資格」「研修」「サービス提供スキル」の3本柱で整理・体系化。

⚫ 骨格として資格があり、資格間を埋めるスキル体系として研修が存在。

⚫ 介護職では、よりレベルの高いサービス提供の観点での職務遂行を行うスキルも体系的に整備。

資格

研修

サービス提供の

スキル体系

• 国家資格等を中心とした資格職であり、遂行可能な業務内容や獲得した

スキルを可視化している

• 資格間を移動する間に、時間と距離があるため、間を埋める存在

• 定期的な受講により、スキルをアップデートしていく役割もある

• 資格で規定された職務内容を、どうより良く遂行するのかといった観点

• 介護職では「介護プロフェッショナルキャリア段位」として実践知が整備

ス
キ
ル
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出所：厚生労働省「介護職員・介護支援専門員」、https : //www.mhlw.go . jp/s tf/se isakun itsu i te/bunya/0000054119.html （2025年3月5日最終閲覧）

スキルの可視化は資格を通じて行われる

2.1.2 ケアマネジャーのスキルについて

⚫ ケアマネジャー（介護支援専門員）としてのスキルは、国家資格である「介護支援専門員」とその上位

資格である「主任介護支援専門員」にて可視化されている。

⚫ 「介護支援専門員」は、医療・福祉に関連する国家資格を保有しており（例：看護師、社会福祉士、介護

福祉士、理学療法士など）、保有資格に基づく一定の実務経験（5年以上）をもつもの等が、「介護支

援専門員実務研修受講試験」に合格し、さらに「介護支援専門員実務研修」を受けたものに付与。

⚫ 「主任介護支援専門員」は介護支援専門員として5年以上の実務経験をもつものが「主任介護支援専

門員研修」を修了することが必要。

5年の経験後、

所定の研修を受講

管理業務の遂行能力

を習得したら、ポスト

の空きが出たら、など

主任

ケアマネジャー

事業所管理
者 管理職

医療福祉系資
格等の実務経

験

ケア

マネジャー

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000054119.html
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出所：厚生労働省「ケアマネジメントに係る諸課題に関する検討会（第５回） ケアマネジメントに係る現状・課題」、

https : //www.mhlw.go . jp/content/12300000/001327429.pdf （2025年3月5日最終閲覧）

主任ケアマネジャーでは「指導や地域貢献などを遂行できるスキル」が必要となる

2.1.2 ケアマネジャーのスキルについて

⚫ 厚生労働省「第２回ケアマネジメントに係る諸課題に関する検討会」において、ケアマネジャーから主

任ケアマネジャーになると「他のケアマネジャーに対する指導・監督・支援」や「地域包括ケアシステム

構築への貢献」などを遂行可能なスキルが追加で必要になることが指摘。

https://www.mhlw.go.jp/content/12300000/001327429.pdf
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出所：厚生労働省「介護支援専門員資質向上事業 ガイドライン」、https : //www.mhlw.go . jp/content/001089250.pdf （2025年3月5日最終閲覧）

 厚生労働省「教育訓練体系図」、https : //www.mhlw.go . jp/content/11800000/j igyouna i _227_ img3.pdf （2025年3月5日最終閲覧）

研修もスキルの獲得、整理に活用

2.1.2 ケアマネジャーのスキルについて

⚫ 国家資格は「ケアマネジャー」「主任ケアマネジャー」の２つのみだが、両資格の更新をはじめとして、

さまざまな研修が体系的に整備されており、必要なスキルを獲得、更新できるようになっている。

⚫ キャリアの段階に応じて、必要なスキルを獲得できるよう整備されている。

ケアマネジャーの研修体系 キャリア区分に応じた受講推奨される研修の一覧

厚労省は、

レベル別に

推奨する研

修を設定

https://www.mhlw.go.jp/content/001089250.pdf
https://www.mhlw.go.jp/content/11800000/jigyounai_227_img3.pdf
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出所：東京都福祉局「介護支援専門員の研修情報」、 https : //www.fukush i .met ro .tokyo . lg . jp/koure i/hoken/ka igo _ l ib/care/kenshuujyouhou  

（2025年3月5日最終閲覧）

より詳細なケアマネジャーの研修体系

2.1.2 ケアマネジャーのスキルについて

https://www.fukushi.metro.tokyo.lg.jp/kourei/hoken/kaigo_lib/care/kenshuujyouhou
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出所：厚生労働省「介護支援専門員資質向上事業 」、

https : //www.mhlw.go . jp/s tf/se isakun itsu i te/bunya/hukush i _ka igo/ka igo _koure isha/hoken/j iss i _00007.html （2025年3月5日最終閲覧）

研修ではスキルを習得できているかどうかの指標も整備

2.1.2 ケアマネジャーのスキルについて

⚫ 令和5年に改定された「介護支援専門員資質向上事業ガイドライン」では、各研修における具体的な

研修の評価方法が記載。

⚫ また、研修の記録シートでは研修で習得するスキルが棚下され一覧化しており、習得するべきスキル

と、習得状況を確認することができる。

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/hukushi_kaigo/kaigo_koureisha/hoken/jissi_00007.html
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出所：グループハウス静療館「教育・トレーニング」、 https : //www.sei ryokan . jp/recru i t/sk i l lup  （2025年3月5日最終閲覧）

L iPro ［ライプロ］「介護福祉士からのキャリアアップ全知識｜キャリアパスの概要や必要な資格を解説」、

https : //www. i id .co . jp/contents -career/ka igo-welfa re-career-up/#02 （2025年3月5日最終閲覧）

介護職のスキルは主に研修や資格などで可視化・階層化

2.1.3 介護職のスキルについて

⚫ 介護職は入職後、初任者研修、実務者研修を経て、「介護福祉士」の取得を目指す流れが一般的。

⚫ 介護福祉士からは、「認定介護福祉士」など現場のプロを目指す、管理スキルを身につけ主任や管理

職を目指す、新しい別職種のスキルを身に着け看護師や作業療法士、ケアマネジャーなどにジョブ

チェンジしていくなど複線化している。

初任者研修

実務者研修

介護福祉士

認定介護福祉士 管理職
他職種の資格の取得

（ケアマネジャー、看護師、作業
療法士など）

※受験にあたっ

ては、それぞれの

資格の受験要件

を満たす必要が

ある。

https://www.seiryokan.jp/recruit/skillup
https://www.iid.co.jp/contents-career/kaigo-welfare-career-up/#02
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出所：厚生労働省「在宅介護業の職業能力評価シート 」、https : //www.mhlw.go. jp/stf /seisakunitsu ite/bunya/0000093927.html （2025年3月5日最終閲覧）

厚生労働省もスキルをレベル分けて整理

2.1.3 介護職のスキルについて

⚫ 厚生労働省が提供する「職業能力評価シート」にて、在宅介護業や施設介護業などの職種ごとに、レ

ベル1からレベル4までのレベル別のスキルの評価基準を設置。

⚫ 介護職のスキル習得レベルを体系的に評価し、職業能力の向上を図っている。

「介護サービス事業管理（事業所)レベル３」の一部厚生労働省による「職業能力評価シート」（在宅介護業）

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000093927.html
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000093927.html
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出所：一般社団法人シルバーサービス振興会「介護プロフェッショナルキャリア段位制度」、 https : //careprofess iona l .o rg/careproweb/summary （2025年3月5日最終閲覧）

資格や研修では補いきれない現場・実践スキルは「段位制度」で整備

2.1.3 介護職のスキルについて

⚫ 資格制度で不足していた「実際にその現場で何ができるのか」という実践知の観点を補うため、「知

識」と「実践的スキル」の両面を評価する指標として、一般社団法人シルバーサービス振興会が「介護

プロフェッショナルキャリア段位制度」を実施。

⚫ 実際の介護業務の様子を評価して段位づける。

⚫ 事業所ごとの指標ではなく、業界共通の指標を整備。

知識の指標 +

介護プロフェッショナルキャリア段位制度

実践知スキルの指標

https://careprofessional.org/careproweb/summary
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⚫2.1 介護業界におけるスキルの可視化状況について

⚫2.2 介護業界における賃金体系について

⚫2.3 介護業界におけるスキルと賃金の連動について

２. 介護業界におけるスキルと賃金について
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出所：厚生労働省「介護事業所におけるモデル賃金体系に関する調査研究報告書」、

https : //www.mhlw.go . jp/f i le/06-Seisakujouhou-12300000-Roukenkyoku/17 _mitsubish i .pdf （2025年3月5日最終閲覧）

給与構成は基本給＋各種手当である

2.2 介護業界の賃金体系について

⚫ 基本的に、介護業界の月例給は基本給に各種手当が追加で加算される形である。

⚫ 処遇改善加算を得るために賃金表の整備が進んでおり、特に公務員でみられる俸給表形式をとっている事業所が

多い。

⚫ 基本給の大幅な昇級よりも、手当によって総支給額を上げていく給与設計が多い。

⚫ 職種別（介護職、看護職、ケアマネジャーなど）の給与表と、一律の給与表の場合がある。

⚫ スキルと賃金を関連させる際には、「資格」をスキルの代替指標として活用されることが多い。

⚫ 「資格手当」として対応されていることが多いが、資格を持つだけで手当が出る場合と、資格を活用した職務に従事

している場合にのみ手当を出す場合、などに分類される。

基本給 手当

給与

勤続給 職能給 資格手当

賃金表作成の上、支給額決定

職務給 役職手当

資格を保持していれば手当支給 資格を活用した業務に従事してい

る場合にのみ、手当を支給

夜勤手当

https://www.mhlw.go.jp/file/06-Seisakujouhou-12300000-Roukenkyoku/17_mitsubishi.pdf
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出所：独立行政法人労働政策研究・研修機構「企業における資格・検定等の活用、大学院・大学等の受講支援に関する調査」、

https : //www. j i l . go . jp/press/documents/20150713.pdf （2025年3月5日最終閲覧）

資格を取得した場合、月々の資格手当での対応が最も多い

2.2 介護業界の賃金体系について

⚫ JILPTの調査によると、ケアマネジャーの資格を取得した

場合の人事管理上の措置として最も多いのは、「配置・異動

上の考慮」である。

⚫ これは、各居宅介護支援事業者や介護保険施設にケアマネジャーの配置が

義務付けられており、配置や異動にあたって考慮される度合いが特に強い

とみられるからである。

⚫ 次点で多いのは、月々の資格手当を支給する対応である。

賃金との結びつきの観点ではほとんどの場合、手当支給で

対応されており、昇給や賞与の上乗せといった対応はあま

りされていない。

https://www.jil.go.jp/press/documents/20150713.pdf
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⚫2.1 介護業界におけるスキルの可視化状況について

⚫2.2 介護業界における賃金体系について

⚫2.3 介護業界におけるスキルと賃金の連動について

２. 介護業界におけるスキルと賃金について
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出 所 ： 厚 生 労 働 省 「 キ ャ リ ア マ ッ プ 、 職 業 能 力 評 価 シ ー ト 及 び 導 入 ・ 活 用 マ ニ ュ ア ル の ダ ウ ン ロ ー ド 」 、

h t t p s : / / w w w . m h l w . g o . j p / s t f / s e i s a k u n i t s u i t e / b u n y a / k o y o u _ r o u d o u / j i n z a i k a i h a t s u / a b i l i t y _ s k i l l / s y o k u n o u / 0 0 0 0 0 9 3 5 8 4 . h t m l （ 2 0 2 5 年 3 月 5 日 最 終 閲 覧 ）

東 京 都 社 会 保 険 労 務 士 会 令 和 3 年 度 介 護 職 員 処 遇 改 善 加 算 等 取 得 促 進 支 援 事 業 「 キ ャ リ ア パ ス 要 件 Ⅱ の つ く り か た 」 、

h t t p s : / / w w w . t o k y o s r . j p / w p - c o n t e n t / u p l o a d s / 2 0 2 1 / 0 9 / 6 1 3 d 2 f 4 7 d 5 d 0 0 6 1 1 9 b 9 8 0 e 0 d b c 1 f 6 5 4 b . p d f （ 2 0 2 5 年 3 月 5 日 最 終 閲 覧 ）

社 会 福 祉 法 人 芙 蓉 会 採 用 情 報 サ イ ト 、 h t t p s : / / f u y o u n e t . j p / r e c r u i t / f u t u r e / （ 2 0 2 5 年 3 月 5 日 最 終 閲 覧 ）

スキルを習得し、職位・職種が上がったタイミングで、賃金が大きく連動

2.3.1 スキルと賃金の連動について仮説

⚫ 職種変更による一時的な賃金な低下はあるものの、基本的に職種や役職が上がるタイミングで賃金も上昇。

無資格介護職

介護福祉士実務者研修

介護職員初任者研修

介護福祉士養成校

介護福祉士

マネジメント系スペシャリスト系 職種転換系

ユニットリーダー

施設長・事業所責任者

主任ケアマネジャー 等

認定介護福祉士

部長

ケアマネジャー 等

賃金

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/koyou_roudou/jinzaikaihatsu/ability_skill/syokunou/0000093584.html
https://www.tokyosr.jp/wp-content/uploads/2021/09/613d2f47d5d006119b980e0dbc1f654b.pdf
https://fuyounet.jp/recruit/future/
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スキルと賃金の関連は主として2パターン

2.3.2 先行研究を踏まえた類型パターン

⚫パターン①：スキル（管理スキルや、主任ケアマネジャーなどの資格）を取得→遂

行可能なタスクが広がる→賃金に反映。

⚫パターン②：スキルを取得したことを評価し、手当などを支給。

※スキルと賃金を連動させる際には、スキルの中でも「資格」を代替指標として賃金が決定することが

多い

スキル

「働き手」
由来

「仕事」
由来

職務（タスク）

賃金

パターン②

スキル

「働き手」
由来

賃金

パターン①
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パターン①：スキル→タスク→賃金の場合

2.3.2 先行研究を踏まえた類型パターン

⚫スキルの獲得

⚫ ケアマネジャー・主任ケアマネジャー・介護福祉士の資格を取得。

⚫ 研修に参加し、後進の育成や、管理能力の獲得 など。

⚫遂行できるタスクの増加

⚫ 主任ケアマネジャーとして、教育や地域貢献活動。

⚫ 事業所管理者になり管理業務。

⚫ 居宅介護事業部長になり複数の事業所の管理業務 など。

⚫賃金の増加

⚫ 獲得したスキルを活用し、業務を遂行していることに対し報酬。

⚫ 多くの場合、資格手当や役職手当で対応。

スキル

「働き手」
由来

「仕事」
由来

職務（タスク）

賃金
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スキル→賃金の場合

2.3.2 先行研究を踏まえた類型パターン

⚫スキルの獲得

⚫ ケアマネジャー・主任ケアマネジャー・介護福祉

士の資格を取得。

⚫ 社内スキル評価制度に合格し、昇給。 など

⚫賃金の増加

⚫ ケアマネジャー・主任ケアマネジャー・介護福祉

士等の資格を持っているという事実のみで資

格手当が付与。

⚫ 資格を必要とする業務に従事しているかどう

かは関係ない。

⚫ このパターンの場合は、客観的に評価される

「資格」のみがスキル扱いのことが多い。

スキル

「働き手」
由来

賃金
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⚫3.1  介護業界におけるスキルと賃金の連動状況について

⚫3.2  スキルと賃金の連動についての限界

3. 業界団体へのヒアリング結果
介護業界全体における賃金制度やスキルと賃金の関係性について
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出 所 ： 公 益 財 団 法 人 社 会 福 祉 振 興 ・ 試 験 セ ン タ ー 「 令 和 2 年 度 社 会 福 祉 士 ・ 介 護 福 祉 士 ・ 精 神 保 健 福 祉 士 就 労 状 況 調 査 結 果 」 、

 h t t p s : / / w w w . s s s c . o r . j p / t o u r o k u / r e s u l t s / i n d e x _ r 2 . h t m l （ 2 0 2 5 年 3 月 5 日 最 終 閲 覧 ） 、

公 益 財 団 法 人 介 護 労 働 安 定 セ ン タ ー 「 介 護 労 働 実 態 調 査 」 、 h t t p s : / / w w w . k a i g o - c e n t e r . o r . j p / r e p o r t / j i t t a i / （ 2 0 2 5 年 3 月 5 日 最 終 閲 覧 ）

マ ッ プ ソ リ ュ ー シ ョ ン 株 式 会 社 「 事 業 案 内 」 、 h t t p s : / / m a p s o l u t i o n . c o . j p / s e r v i c e s / （ 2 0 2 5 年 3 月 5 日 最 終 閲 覧 ）

スキルと賃金の関係、賃金の相場は、すでに業界内でとりまとめて開示

3.1  介護業界におけるスキルと賃金の連動状況について

⚫ 資格手当の有無や、資格手当の平均額については「（公財）社会福祉振興・試験センター」の「就労状

況調査結果」に記載。

⚫ また、職種別の平均賃金については「（公財）介護労働安定センター」の「介護労働実態調査」に記載。

⚫ 賃金決定時に、周辺地域の賃金水準を調査できるソフトウェアも発売されている。

⚫ 主として、その地域の求人票や募集要項の情報を吸い上げて、情報を提供している。

資格手当について 職種別平均賃金について

https://www.sssc.or.jp/touroku/results/index_r2.html
https://www.kaigo-center.or.jp/report/jittai/
https://mapsolution.co.jp/services/
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介護業界の特殊性によりスキルと賃金を連動させることに限界

3.2  スキルと賃金の連動についての限界

⚫ 介護報酬制度の枠組みの中での賃金体系

⚫ 介護報酬や加算は法定であるため、そもそも収入は事業形態でほぼ決定し、変動しない。（財布の上

限が決まっている）それゆえ、同じ業態であれば必然的に似たような給与体系になり、独自の賃金体

系の導入に限界がある。

⚫ 3年に1度、報酬改定があり、事業所の収入自体に大きな変化がある可能性がある。それゆえ、不測

の事態に備え、調整しやすい手当を基盤とした賃金体系にせざるを得ない。

⚫ 地域差でスキルに応じた賃金への需要に大きな差

⚫ 都市部では人材定着施策として、スキル評価制度と賃金の連関に取り組む事業所がある一方で、地

方では、人材の流動性などの状況が都市部と大きく異なり、スキルと賃金の連関の需要が下がる。

大都会・東京（大阪）地方 都市

競合

人材流動

スキルと賃金の連動

少ない

そこまで高くない

スキルとの賃金連動状況よりも、別の要

素で就業先を選ぶ。また、一度就職する

と事業所からなかなか転職しない。

多い

高い

人材の流動性が高く、優秀な人材

を定着させるために、スキル評価

と賃金を連動させている。

極めて多い

極めて高い

あまりに人材の流動性

が激しすぎて、スキル評

価制度が成立しにくい。

28ページ以降に
記載の先進２企業
も「都市」に該当す
る事業所である。
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スキル以外にもさまざまな要素を踏まえて賃金が決定している。

3.2  スキルと賃金の連動についての限界

⚫ 篠原委員よりご指摘いただいた項目を踏まえ、賃金に影響を及ぼしているアクターを調査し、賃金へ

の影響を整理。

⚫ 業界として資格手当は一般的であり、相場も明らかになって

いる。

⚫ 都市部を中心に、人材定着の観点からスキル・評価制度と賃

金の連動を進める動きはある。

⚫ 外国人材はスキルと賃金の連動状況を重要視する傾向。

スキル

⚫ そもそも介護報酬の点数自体、地方と都市部では差がついて

いる。

⚫ それゆえ、都市部とは賃金格差あり。最低賃金のこともある。

従事している職務が同じでも立地で賃金は変わる。

⚫ しかし、地方で賃金について不平はあまりない。なぜなら、地

方において介護職は公務員に次いで安定した職だからである。

立地

⚫ 地域の他の事業所の賃金水準は確認する。

⚫ 特に地方で大部分を占める非正規雇用の職員では、介護業だ

けでなく、他のサービス業の賃金水準も影響する。賃金の良

いたサービス業（ショッピングモール、工場）などができると

人材の奪い合いになることもあるためである。

競合

⚫ 業界の特徴として、現場の介護業を続けたい、そこまで上位

の職位に関心がない傾向にあり、それゆえスキルと賃金の連

動や、賃金上昇そのものに関心を持つ人が少ない。

⚫ 労働組合が組織されておらず、また労働者自身や労組が労使

交渉して賃金交渉やスキルを賃金に反映することへの要求も

少ない。

⚫ 外国人材は賃金への関心は高い。

業界の特性

出 所 ： 公 益 財 団 法 人 介 護 労 働 安 定 セ ン タ ー 「 介 護 労 働 実 態 調 査 『 介 護 労 働 者 の 就 業 実 態 と 就 業 意 識 調 査 結 果 報 告 書 』 」 、 h t t p s : / / w w w . k a i g o - c e n t e r . o r . j p / r e p o r t / j i t t a i / （ 2 0 2 5 年 3 月 5 日 最 終 閲 覧 ）

賃金への関心が高いゆ

えに、スキルと連動して

適切に賃金が上昇してい

るかにも関心がある

賃金上昇にこだわりのな

い人材も多く、それゆえ

待遇面などで不満も出

にくい側面がある

https://www.kaigo-center.or.jp/report/jittai/


Copyright © Mitsubishi Research Institute 28

⚫4.1 企業①

⚫4.2 企業②

⚫(参考) 「job tagを活用した職務の棚卸しに係る実証」のサマ

リー

4. 先進的な取組をしている企業事例
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⚫4.1 企業①

⚫4.2 企業②

⚫(参考) 「job tagを活用した職務の棚卸しに係る実証」のサマ

リー

4. 先進的な取組をしている企業事例
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1社目：自社独自のスキル評価制度を開発し、手当に反映

4.1 企業①

⚫ 介護技術や知識を細分化・階層化した「介護プロ制度」を作成し、A等級「介護知識」、B等級「指導者スキル」、C等

級「管理者スキル」として整備。

⚫ 各等級をさらに段階別に細分化の上、それぞれチェックリストを作成。チェックリストに掲載の知識・技術を習得の

上、社内試験に合格すると、等級が上がる。

⚫ 「介護キャリア段位制度」の導入を試みたが、さまざまな介護事業を展開している同社には、段位制度は特別養護

老人ホーム以外のサービスにはそのままではフィットしないと考えたため、キャリア段位制度を基に、独自のスキ

ル評価制度を開発した。

A等級

介護知識・技術

B等級

指導者スキル・知識

C等級

管理者スキル・知識

• それぞれの等級の中で、さらに細かく段階を分けており
（例：A０からA4など）、各段階に100を超えるチェック
項目が存在。

• 法定の介護職としての業務を、より質の高い遂行の観点
から細分化。

• 例えば、食事介助では、スプーンの傾き、流し込
みなどなど

• 自己学習や、研修、現場教育を通じて知識、技術を身に
つけ、評価試験（知識、技術）に合格することで、段階が
上がる。

介護プロ A0 A１ A2 ・・・ B１ ・・・

手当 １,０００ 5,000 8,000 ・・・ １７,０００ ・・・

※上記の表はイメージ
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1社目：評価したスキルは「技能手当」、保持している資格は「資格手当」で賃金に反映

4.1 企業①

⚫ タスク遂行能力をスキルと定義づけ、評価したスキルと賃金を結び付けているため、パターン①に近

いが、完全にパターン①というわけではない。

⚫ 今後、完全にタスクの変化と賃金を結び付けるべく、現在タスク管理システムを試験導入

+ + +
その他の

手当

（夜勤手当
など）

• 等級制度が整備

• 勤続年数や、総合的な評
価に応じて等級が上がり、
それに応じて基本給も昇
級する。

基本給

• 自社開発のスキル評価制
度「介護プロ制度」と連動

• 「介護プロ制度」の段階と
連動しており、介護プロ制
度の段階が上がると、手当
の金額も上がる。

技能手当

• 資格を活用した業務に従
事している場合に支給

• 研修などを受講し、次の上
級資格へのステップを踏
んでいる場合、手当の金額
が上がる。

資格手当

⚫ 職務遂行スキルを踏まえた評価制度に基づき、賃金が変動するためパターン①に近い。

⚫ 一方で、基本給ではなく、手当での対応であること、認定された社内資格を持って昇級して

いることを踏まえるとパターン②の要素もある。
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1社目：スキルと賃金を関連させるメリットと注意点について

4.1 企業①

⚫ 介護施設が徐々に飽和しつつある今、顧客に選ばれる施設になるためにはサービスの質の向上が不可欠。しかし、

スキルの向上と賃金を連動させなければ、向上心の高い従業員の離職につながり、結果的に提供サービスの質も

低下する。

⚫ 「介護プロ制度」の導入により、優秀な従業員の定着率の改善、提供サービスの質が向上した。

⚫ 外国人材を多く受け入れているが、日本人以上に給与に対する「エビデンス」を求められることが多く、支給額の

根拠の説明に活用した。

⚫ 身につけたスキルに応じて手当を支給することで、努力してスキルを上げたり、高い役職を目指す動機付けにつ

ながっている。

⚫ 中規模の事業者だからできた可能性がある。小規模だと体系だった運用は難しいが、一方で大規模だとM&Aで、

従来異なる賃金制度、評価制度を運用していた場合もあり、統一的なスキル評価制度の運用は難しいと聞く。

⚫ 手当の運用には、常にスキル認定状況や資格の有無を把握し、報酬に反映していく必要がある。上長へのコミュニ

ケーションによって報告されており、それを施設の管理者、本社の総務担当者へと連絡しているため、担当者は忙

しい。

メリットについて

注意点について
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⚫4.1 企業①

⚫4.2 企業②

⚫(参考) 「job tagを活用した職務の棚卸しに係る実証」のサマ

リー

4. 先進的な取組をしている企業事例
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出所：一般社団法人日本ケアマイスター協会「介護技術認定制度ケアマイスター」、 https : / /xn--ccke1b8a4a3o5h.com/ （2025年3月5日最終閲覧）

2社目：スキル評価と役職と賃金の3つが連動する人事制度

4.2 企業②

⚫ 自社独自の「グレード制度」という評価制度を用いて給与を決定。０～６等級まで存在し、それぞれに号俸級が設定。

⚫ 各グレードに上がる要件として、所定の「ケアマイスター」を取得する必要。

⚫ ケアマイスター取得は、等級の昇格だけでなく、号俸級の昇給にも反映。（取得により数俸給UPする）

• 社内独自の等級制度

• 社内評価の基準で、スキルに
応じて昇格する。

• 等級が上がると、号俸級の上
り幅（ピッチ）が大きくなる。

独自グレード制度

• 日本ケアマイスター協会実施
の認定制度

• 介護知識・スキル、社会人とし
てのマナー、会社の理念理解
など総合的に評価。

ケアマイスター制度

• 日本ケアマイスター協会実施
の認定制度

• サービス提供者としての、接
遇スキル、礼節などを評価。
（グレード制度の要件ではな
い）

サービスマイスター制度

必要なケアマイス

ター段位

俸給表

就任可能な職位

グレード制度 ０等級 １等級

なし なし

なし ブロンズ

０-1号棒
０-2号棒
０-3号俸
・・・
０-26号俸
０-27号俸

1-1号棒
1-2号棒
1-3号俸
・・・
1-26号俸
1-27号俸

３等級 ４等級 ５、６等級

サービス提供
責任者

チームリーダー
ホーム長

エリア統括責任者

ゴールド プラチナ プラチナ

3-1号棒
3-2号棒
3-3号俸
・・・
3-26号俸
3-27号俸

4-1号棒
4-2号棒
4-3号俸
・・・
4-26号俸
4-27号俸

5-1号棒
5-2号棒
5-3号俸
・・・
5-26号俸
5-27号俸

https://ケアマイスター.com/
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2社目：賃金体系としてはパターン①とパータン②が混在

4.2 企業②

⚫ グレード制度は、スキルと役職（それと連動するタスク）、賃金が結び付いているため基本的にパターン①と思料。

⚫ グレード制度が上昇しても必ず役職に就く必要があるわけではなく、役職に就く資格が与えられる状態。したがっ

て、昇格しても役職に就かない場合、タスクは変化せず、給与のみ昇級。

⚫ 背景として、管理職に就かずに「プロフェッショナル」コースを志向する従業員にも昇級できるような設計にした。

⚫ グレードも、ケアマイスター保持状況や、スキルのみで定まるわけではなく、総合的な評価である。

⚫ マイスターや国家資格（介護福祉士）などを取得すると手当も支給している。これはパターン②であると思料。

スキル

「働き手」
由来

「仕事」
由来

職務（タスク）

賃金

スキル・資格

「働き手」
由来

賃金

• グレード制度と連動させた賃金体系

• グレード制度にて昇格したが、役職などに就かず

職務内容に変化がなかった場合

• ケアマイスターや資格に対する手当（保持してい

る人に対して一律に一定額を支給）

月
例
級 パターン②

パターン①
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2社目：スキルと賃金を連動させるメリットや制度設計の意図

4.2 企業②

⚫ スキルを可視化し、評価制度への組み込むことで、従業員の教育・育成への活用が可能となっている。

⚫ 特に、ケアマイスター制度という試験を通じた認定制度を使用しているため、客観的な評価になっている。

⚫ 試験内容を自社で検討することで、介護スキルだけでなく、同社で活躍するにあたり必要なスキル（経営方針、同

社推奨の介護手順など）を身に着けてもらい、給与に反映することができる。

メリットについて

制度設計について

⚫ スキル可視化のツールとして、キャリア段位制度の活用も検討したが、介護スキル以外のコミュニケーション能力

や会社理念の理解等も昇格基準としたかったため、自社独自の「グレード」制度を作成した。

⚫ 作成時にはキャリア段位制度を参考にした。

⚫ スキルを給与に反映させることで、従業員のスキル獲得を促すとともに、社として後押ししている。

⚫ 一方で、あくまで基本給は「担っている職務上の責任の重さ」と「責任に対する達成度合い」を重視しており、職能

給的な発想である。

⚫ 賃金水準検討時には、競合他社の賃金水準などを参考に決定した。水準を下回ると採用できないが、大きく上回

ると賃金目当ての人ばかり応募が来るため、他社水準と大きく乖離しないようにしている。
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⚫4.1 企業①

⚫4.2 企業②

⚫(参考) 「job tagを活用した職務の棚卸しに係る実証」のサマ

リー

4. 先進的な取組をしている企業事例
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ケアマネジャーについてのヒアリング結果のサマリー

(参考) 「job tagを活用した職務の棚卸しに係る実証」のサマリー

⚫ 月例級の構成は基本給＋手当であり、手当には、役職手当、資格手当、担当件数手当、取得加算手当、研修受講手

当、認定調査手当などがある。（2社目、3社目）

⚫ 基本給は、俸給表形式の賃金表で定めており、勤続年数に応じて「2級-4」から「2級-3」へ昇給するようなイメー

ジである。（3社目）

⚫ 入社時・入社半年経過後の基本給を規定しており、担当件数に応じて追加で手当を上乗せ。（1社目）

⚫ 昇給要因は、勤続年数と、会社にどれだけ貢献したかという点である。貢献度合いは、担当件数や、加算獲得状況

による。（2社目）

⚫ 特定のタスクを遂行することができるスキルをもっているかどうかで給与に差はない。（1社目）

⚫ 役職に就くと手当が支給される。役職に就けるかどうかはスキルの保持（育成など）によるため、そうした観点で

スキルと賃金が関連している部分はあるかもしれない。(1社目)

⚫ 資格を保持していれば手当を出すが、その資格を活用した業務に従事している場合、追加で手当を支給する。（２

社目）

⚫ 原則は、取得した資格を使用する業務に従事している場合のみ、手当を支給する。（3社目）

給与構成について

スキルと賃金の関連について

参考

⚫ 本年度事業内で実施した「job tagを活用した職務の棚卸しに係る実証」におけるヒアリング結果より、以下の

示唆が得られている。
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5. 本調査の結論
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調査結果について 1/2

5.1 結論

⚫ ケアマネジャーや介護職のスキルは、資格と研修にて、ある程度明確化されているおり、熟練レベル

に応じて獲得すべきスキルも階層化されている。

⚫ スキルと賃金の結びつきは、スキルを活かしたタスクと賃金が連動しているパターン（パターン①）

と、スキルを保持していることが証明されれば手当が支払われるパターン（パターン②）に分類され

る。

⚫ 人材定着の観点から、都市部ではスキルと賃金の連動を進める事業所も存在し、先進事例ではパ

ターン①とパターン②の組み合わせによって、スキルと賃金の連動を部分的に実現。

⚫ スキルの賃金への反映の形として多くみられた資格手当については、業界団体による調査により、

平均額などの把握が可能。

スキル

「働き手」
由来

「仕事」
由来

職務（タスク）

賃金

パターン②

スキル

「働き手」
由来

賃金

パターン①
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調査結果について 2/2

5.1 結論

⚫ スキルと賃金を関連させる際には、「資格」がスキルの代替指標として活用されることが多い。

⚫ 国家資格などに代表される「公的資格」と、自社独自のスキル評価制度による「社内資格」の両方が、

賃金とスキルを連動させる際の代替指標として活用。

⚫ また、「スキルの獲得」も新しい資格などを取得し、遂行可能な職務の幅を広げる「横方向へのスキル

獲得」と、すでに遂行可能な内容を、より高い水準で遂行できるようにする「縦方向へのスキル獲得」

の2種類あることがわかった。

⚫ 一方、介護報酬制度の中で、スキルと賃金を連動させるのには限界がある。

テキストが入ります①

今持っている

スキル

【縦方向へのスキル獲
得】

すでにできることを、よ
り高い水準で遂行する

ためのスキル獲得

【横方向へのスキル獲得】

これまでできなかった領域
を、新たに資格習得などを
通じてできるようにするた

めのスキル獲得

資格
スキルの可
視化に活用

社内資格国家資格 業界内資格

介護業界における資格の

種類について
スキルの展開イメージ
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